
毎
週
火
・
金
曜
日
発
行
（
当
日
が
休
日
に
当
た
る
と
き
は
繰
下
発
行
）

香
　
　
川
　
　
県
　
　
報
　
　
　
　
平
成
十
七
年
三
月
二
十
九
日

（
号
外
二
）

目

次

（

印
は
、
県
法
規
集
掲
載
事
項
）
ペ
ー
ジ

号 外 2

平成 17 年

3 月29日（火曜日）

一

（

印
は
、
県
法
規
集
掲
載
事
項
）
ペ
ー
ジ

規
　
　
則

香
川
県
情
報
公
開
条
例
施
行
規
則
の
一
部
を
改
正
す
る
規
則
　
　
　
　
　
（
県
民
参
画
課
）

一

技
能
職
員
の
給
与
の
特
例
に
関
す
る
規
則
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
人
事
・
行
革
課
）

二

香
川
県
青
少
年
保
護
育
成
条
例
施
行
規
則
の
一
部
を
改
正
す
る
規
則

（
青
少
年
・
男
女
共
同
参
画
課
）

香
川
県
青
少
年
保
護
育
成
条
例
の
一
部
を
改
正
す
る
条
例
の
一
部
の
施
行
期
日
を
定
め
る

規
則
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（

〃
　
　
　
　
　
）

三

香
川
県
文
化
功
労
者
表
彰
規
則
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
秘
　
書
　
課
）

四

香
川
県
表
彰
規
則
の
一
部
を
改
正
す
る
規
則
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（

〃
　
　
）

香
川
県
林
業
改
良
指
導
員
資
格
試
験
条
例
施
行
規
則
を
廃
止
す
る
規
則
（
み
ど
り
整
備
課
）

五

浄
化
槽
保
守
点
検
業
者
の
登
録
に
関
す
る
条
例
の
一
部
を
改
正
す
る
条
例
の
一
部
の
施
行

期
日
を
定
め
る
規
則
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
廃
棄
物
対
策
課
）

香
川
県
新
規
産
業
創
出
支
援
セ
ン
タ
ー
規
則
の
一
部
を
改
正
す
る
規
則
　
（
産
業
政
策
課
）

香
川
県
産
業
技
術
セ
ン
タ
ー
規
則
の
一
部
を
改
正
す
る
規
則
　
　
　
　
　
（

〃
　
　
）

一
〇

香
川
県
科
学
技
術
研
究
セ
ン
タ
ー
規
則
の
一
部
を
改
正
す
る
規
則
　
　
　
（

〃
　
　
）

一
一

香
川
県
に
お
け
る
企
業
誘
致
の
た
め
の
県
税
の
特
別
措
置
条
例
施
行
規
則
の
一
部
を
改
正

す
る
規
則
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（

〃
　
　
）

一
五

香
川
県
地
域
改
善
対
策
職
業
訓
練
受
講
資
金
等
貸
付
条
例
施
行
規
則
の
一
部
を
改
正
す
る

規
則
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
労
働
政
策
課
）

香
川
県
事
務
処
理
の
特
例
に
関
す
る
条
例
に
基
づ
き
市
町
が
処
理
す
る
事
務
の
範
囲
等
を

定
め
る
規
則
の
一
部
を
改
正
す
る
規
則
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
観
光
振
興
課
、
建
築
課
）

香
川
県
サ
ン
ポ
ー
ト
高
松
交
流
拠
点
施
設
規
則
の
一
部
を
改
正
す
る
規
則

（
に
ぎ
わ
い
創
出
課
）

一
六

香
川
県
農
業
改
良
普
及
セ
ン
タ
ー
規
則
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
農
業
経
営
課
）

香
川
県
改
良
普
及
員
資
格
試
験
条
例
施
行
規
則
を
廃
止
す
る
規
則
　
　
　
（

〃
　
　
）

一
七

香
川
県
立
農
業
大
学
校
学
則
の
一
部
を
改
正
す
る
規
則
　
　
　
　
　
　
　
（

〃
　
　
）

卸
売
市
場
法
施
行
条
例
施
行
規
則
の
一
部
を
改
正
す
る
規
則
　
　
　
（
農
業
生
産
流
通
課
）

一
八

香
川
県
公
共
用
財
産
管
理
条
例
施
行
規
則
を
廃
止
す
る
規
則
　
　
　
　
　
（
土
木
監
理
課
）

一
九

香
川
県
警
察
関
係
手
数
料
条
例
第
六
条
第
二
号
の
規
定
に
よ
り
免
除
す
る
手
数
料
を
定
め

る
規
則
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
公
安
委
員
会
）

香
川
県
情
報
公
開
条
例
施
行
規
則
の
一
部
を
改
正
す
る
規
則
を
こ
こ
に
公
布
す
る
。

平
成
十
七
年
三
月
二
十
九
日

香
川
県
知
事
　
　
真
　
　
鍋
　
　
武
　
　
紀

香
川
県
規
則
第
十
八
号

香
川
県
情
報
公
開
条
例
施
行
規
則
の
一
部
を
改
正
す
る
規
則

香
川
県
情
報
公
開
条
例
施
行
規
則
（
平
成
十
二
年
香
川
県
規
則
第
百
四
十
八
号
）
の
一
部
を
次
の
よ
う

に
改
正
す
る
。

別
表
第
二
中
「
二
十
円
」
を
「
十
円
」
に
改
め
る
。

「

第
一
号
様
式
中
「

」
を
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
に
改
め
る
。

（

）
」

「

第
二
号
様
式
中
「

」
を
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
に
改
め
、
同
様
式
注
３
中
「

」
を

（

）
」

「

」
に
改
め
る
。

「

第
三
号
様
式
中
「

」
を
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
に
、

（

）

」

「

を
」

規

則香
川
県
知
事

香
川
県
知
事

出
先
機
関
の
長

香
川
県
知
事

香
川
県
知
事
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
決
定

出
先
機
関
の
長

処
分

香
川
県
知
事
　
　
　
　
　
　
　
　

香
川
県
知
事
　
　
　
　
　
　
　
　

出
先
機
関
の
長

こ
の
決
定
に
不
服
が
あ
る
と
き
は
、
こ
の
決
定
が
あ
っ
た
こ
と
を
知
っ
た
日
の
翌
日
か
ら
起
算

し
て
６０
日
以
内
に
、
香
川
県
知
事
に
対
し
て
異
議
申
立
て
を
す
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。

印
印



香
　
　
川
　
　
県
　
　
報
　
　
　
　
平
成
十
七
年
三
月
二
十
九
日

（
号
外
二
）

二

「

に
」

改
め
、
同
様
式
注
３
中
「

」
を
「

」
に
改
め
る
。

「

第
四
号
様
式
中
「

」
を
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
に
、

（

）

」

「

を
」

「

に
」

改
め
る
。

「

第
五
号
様
式
か
ら
第
十
三
号
様
式
ま
で
の
規
定
中
「

」
を
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
に
改

（

）
」

め
る
。

「

第
十
四
号
様
式
中
「

」
を
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
に
、

（

）

」

「

を
」

「

に
」

改
め
る
。附

　
則

こ
の
規
則
は
、
平
成
十
七
年
四
月
一
日
か
ら
施
行
す
る
。

技
能
職
員
の
給
与
の
特
例
に
関
す
る
規
則
を
こ
こ
に
公
布
す
る
。

平
成
十
七
年
三
月
二
十
九
日

香
川
県
知
事
　
　
真
　
　
鍋
　
　
武
　
　
紀

香
川
県
規
則
第
十
九
号

技
能
職
員
の
給
与
の
特
例
に
関
す
る
規
則

技
能
職
員
の
給
与
に
関
す
る
規
則
（
昭
和
三
十
二
年
香
川
県
規
則
第
五
十
号
）
の
適
用
を
受
け
る
職
員

の
受
け
る
給
料
月
額
は
、
平
成
十
七
年
度
に
お
い
て
は
、
同
規
則
第
二
条
の
規
定
に
か
か
わ
ら
ず
、
同
規

則
別
表
第
一
に
定
め
る
給
料
月
額
か
ら
、
当
該
額
に
、
同
表
の
職
務
の
級
一
級
又
は
二
級
の
職
員
に
あ
っ

て
は
百
分
の
四
を
、
同
表
の
職
務
の
級
三
級
以
上
の
職
員
に
あ
っ
て
は
百
分
の
五
を
乗
じ
て
得
た
額
を
減

じ
て
得
た
額
と
す
る
。
た
だ
し
、
手
当
の
額
の
算
定
基
礎
と
な
る
給
料
月
額
に
つ
い
て
は
、
こ
の
限
り
で

な
い
。

附
　
則

１
　
こ
の
規
則
は
、
平
成
十
七
年
四
月
一
日
か
ら
施
行
す
る
。

２
　
こ
の
規
則
は
、
平
成
十
八
年
三
月
三
十
一
日
限
り
、
そ
の
効
力
を
失
う
。

香
川
県
青
少
年
保
護
育
成
条
例
施
行
規
則
の
一
部
を
改
正
す
る
規
則
を
こ
こ
に
公
布
す
る
。

平
成
十
七
年
三
月
二
十
九
日

香
川
県
知
事
　
　
真
　
　
鍋
　
　
武
　
　
紀

こ
の
処
分
に
不
服
が
あ
る
と
き
は
、
こ
の
処
分
が
あ
っ
た
こ
と
を
知
っ
た
日
の
翌
日
か
ら
起
算

し
て
６０
日
以
内
に
、
香
川
県
知
事
に
対
し
て
異
議
申
立
て
（
審
査
請
求
）
を
す
る
こ
と
が
で
き
ま

す
。ま
た
、
こ
の
処
分
の
取
消
し
の
訴
え
は
、
こ
の
処
分
が
あ
っ
た
こ
と
を
知
っ
た
日
（
異
議
申
立

て
（
審
査
請
求
）
を
し
た
場
合
に
は
、
こ
れ
に
対
す
る
決
定
（
裁
決
）
が
あ
っ
た
こ
と
を
知
っ
た

日
）
の
翌
日
か
ら
起
算
し
て
６
箇
月
以
内
に
、
香
川
県
を
被
告
と
し
て
提
起
す
る
こ
と
が
で
き
ま

す
。

決
定
　
　
　
処
分

香
川
県
知
事
　
　
　
　
　
　
　

香
川
県
知
事
　
　
　
　
　
　
　

出
先
機
関
の
長

こ
の
決
定
に
不
服
が
あ
る
と
き
は
、
こ
の
決
定
が
あ
っ
た
こ
と
を
知
っ
た
日
の
翌
日
か
ら
起
算

し
て
６０
日
以
内
に
、
香
川
県
知
事
に
対
し
て
異
議
申
立
て
を
す
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。

こ
の
処
分
に
不
服
が
あ
る
と
き
は
、
こ
の
処
分
が
あ
っ
た
こ
と
を
知
っ
た
日
の
翌
日
か
ら
起
算

し
て
６０
日
以
内
に
、
香
川
県
知
事
に
対
し
て
異
議
申
立
て
（
審
査
請
求
）
を
す
る
こ
と
が
で
き
ま

す
。ま
た
、
こ
の
処
分
の
取
消
し
の
訴
え
は
、
こ
の
処
分
が
あ
っ
た
こ
と
を
知
っ
た
日
（
異
議
申
立

て
（
審
査
請
求
）
を
し
た
場
合
に
は
、
こ
れ
に
対
す
る
決
定
（
裁
決
）
が
あ
っ
た
こ
と
を
知
っ
た

日
）
の
翌
日
か
ら
起
算
し
て
６
箇
月
以
内
に
、
香
川
県
を
被
告
と
し
て
提
起
す
る
こ
と
が
で
き
ま

す
。

「
香
川
県
知
事

香
川
県
知
事

出
先
機
関
の
長

香
川
県
知
事
　
　
　
　
　
　
　

香
川
県
知
事
　
　
　
　
　
　
　

出
先
機
関
の
長

こ
の
処
分
に
不
服
が
あ
る
と
き
は
、
こ
の
処
分
が
あ
っ
た
こ
と
を
知
っ
た
日
の
翌
日
か
ら
起
算

し
て
６０
日
以
内
に
、
香
川
県
知
事
に
対
し
て
異
議
申
立
て
を
す
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。

こ
の
処
分
に
不
服
が
あ
る
と
き
は
、
こ
の
処
分
が
あ
っ
た
こ
と
を
知
っ
た
日
の
翌
日
か
ら
起
算

印
印

印
印

し
て
６０
日
以
内
に
、
香
川
県
知
事
に
対
し
て
異
議
申
立
て
（
審
査
請
求
）
を
す
る
こ
と
が
で
き
ま

す
。ま
た
、
こ
の
処
分
の
取
消
し
の
訴
え
は
、
こ
の
処
分
が
あ
っ
た
こ
と
を
知
っ
た
日
（
異
議
申
立

て
（
審
査
請
求
）
を
し
た
場
合
に
は
、
こ
れ
に
対
す
る
決
定
（
裁
決
）
が
あ
っ
た
こ
と
を
知
っ
た

日
）
の
翌
日
か
ら
起
算
し
て
６
箇
月
以
内
に
、
香
川
県
を
被
告
と
し
て
提
起
す
る
こ
と
が
で
き
ま

す
。



香
　
　
川
　
　
県
　
　
報
　
　
　
　
平
成
十
七
年
三
月
二
十
九
日

（
号
外
二
）

三

香
川
県
規
則
第
二
十
号

香
川
県
青
少
年
保
護
育
成
条
例
施
行
規
則
の
一
部
を
改
正
す
る
規
則

香
川
県
青
少
年
保
護
育
成
条
例
施
行
規
則
（
昭
和
二
十
七
年
香
川
県
規
則
第
三
十
七
号
）
の
一
部
を
次

の
よ
う
に
改
正
す
る
。

第
十
四
条
を
第
十
五
条
と
す
る
。

第
十
三
条
第
一
項
中
「
第
十
五
条
第
三
項
」
を
「
第
十
五
条
第
三
項
第
三
号
」
に
改
め
、
同
項
に
次
の

一
号
を
加
え
、
同
条
を
第
十
四
条
と
す
る
。

三
　
硬
貨
、
メ
ダ
ル
又
は
カ
ー
ド
を
使
用
す
る
こ
と
に
よ
り
作
動
す
る
遊
技
機
を
設
置
し
て
客
に
遊
技

を
行
わ
せ
る
も
の
（
風
俗
営
業
等
の
規
制
及
び
業
務
の
適
正
化
等
に
関
す
る
法
律
（
昭
和
二
十
三
年

法
律
第
百
二
十
二
号
）
第
二
条
第
一
項
第
八
号
に
規
定
す
る
も
の
を
除
く
。
）

第
十
二
条
中
「
に
掲
げ
る
」
を
「
の
各
号
に
掲
げ
る
措
置
の
区
分
に
応
じ
、
そ
れ
ぞ
れ
当
該
各
号
に
定

め
る
」
に
改
め
、
同
条
各
号
を
次
の
よ
う
に
改
め
、
同
条
を
第
十
三
条
と
す
る
。

一
　
条
例
第
七
条
第
一
項
の
措
置
　
興
行
の
名
称
、
興
行
場
の
名
称
及
び
場
所
並
び
に
有
害
と
認
め
ら

れ
る
具
体
的
な
箇
所

二
　
条
例
第
八
条
第
二
項
の
措
置
　
図
書
等
の
名
称
、
図
書
等
取
扱
業
者
の
店
舗
の
名
称
及
び
場
所
並

び
に
有
害
と
認
め
ら
れ
る
具
体
的
な
箇
所

三
　
条
例
第
八
条
第
八
項
又
は
第
九
項
の
措
置
　
図
書
等
取
扱
業
者
の
店
舗
の
名
称
及
び
場
所
並
び
に

有
害
図
書
等
の
陳
列
等
の
状
況

四
　
条
例
第
八
条
の
二
第
二
項
の
措
置
　
が
ん
具
類
等
の
名
称
、
販
売
等
を
行
う
店
舗
の
名
称
及
び
場

所
並
び
に
有
害
と
認
め
ら
れ
る
具
体
的
な
箇
所

五
　
条
例
第
十
条
の
措
置
　
広
告
物
の
場
所
及
び
有
害
と
認
め
ら
れ
る
具
体
的
な
箇
所

第
十
一
条
を
第
十
二
条
と
し
、
第
四
条
か
ら
第
十
条
ま
で
を
一
条
ず
つ
繰
り
下
げ
、
第
三
条
の
次
に
次

の
一
条
を
加
え
る
。

第
四
条
　
条
例
第
八
条
第
五
項
に
規
定
す
る
規
則
で
定
め
る
方
法
は
、
次
の
各
号
（
同
条
第
一
項
第
三
号

に
該
当
し
て
有
害
図
書
等
と
さ
れ
た
も
の
に
つ
い
て
は
、
第
一
号
又
は
第
五
号
）
の
い
ず
れ
か
に
よ
る

も
の
と
す
る
。

一
　
間
仕
切
り
等
に
よ
り
仕
切
ら
れ
、
か
つ
、
内
部
を
容
易
に
見
通
す
こ
と
の
で
き
な
い
措
置
が
と
ら

れ
た
場
所
に
有
害
図
書
等
を
陳
列
す
る
こ
と
。

二
　
有
害
図
書
等
以
外
の
図
書
等
を
陳
列
す
る
棚
か
ら
六
十
セ
ン
チ
メ
ー
ト
ル
以
上
離
れ
た
棚
に
有
害

図
書
等
を
陳
列
す
る
こ
と
。

三
　
有
害
図
書
等
か
ら
十
セ
ン
チ
メ
ー
ト
ル
以
上
張
り
出
す
仕
切
り
板
（
透
視
で
き
な
い
材
質
の
も
の

と
す
る
。
）
を
設
け
、
当
該
仕
切
り
板
と
仕
切
り
板
の
間
に
有
害
図
書
等
を
陳
列
す
る
こ
と
。

四
　
床
面
か
ら
百
五
十
セ
ン
チ
メ
ー
ト
ル
以
上
の
高
さ
の
位
置
に
有
害
図
書
等
を
陳
列
す
る
こ
と
。

五
　
背
表
紙
の
み
が
見
え
る
よ
う
に
し
て
有
害
図
書
等
を
陳
列
す
る
こ
と
。

六
　
前
各
号
に
掲
げ
る
陳
列
方
法
を
と
る
こ
と
が
困
難
な
場
合
は
、
ビ
ニ
ー
ル
包
装
、
ひ
も
掛
け
そ
の

他
の
方
法
に
よ
り
容
易
に
閲
覧
で
き
な
い
状
態
に
し
て
有
害
図
書
等
を
陳
列
す
る
こ
と
。

別
表
中
「
第
八
条
関
係
」
を
「
第
九
条
関
係
」
に
改
め
る
。

第
三
号
様
式
中
「

」
を
「

」
に
、
「

」
を
「

」
に

改
め
る
。

第
四
号
様
式
中
「

」
を
「

」
に
改
め
る
。

第
五
号
様
式
及
び
第
六
号
様
式
中
「

」
を
「

」
に
改
め
る
。

第
七
号
様
式
中
「
第
十
三
条
関
係
」
を
「
第
十
四
条
関
係
」
に
改
め
る
。

第
八
号
様
式
中
「

」
を
「

」
に
改
め
る
。

附
　
則

こ
の
規
則
は
、
平
成
十
七
年
七
月
一
日
か
ら
施
行
す
る
。
た
だ
し
、
第
三
号
様
式
の
改
正
規
定
（
「

」
を
「

」
に
改
め
る
部
分
に
限
る
。
）
は
、
公
布
の
日
か
ら
施
行
す
る
。

香
川
県
青
少
年
保
護
育
成
条
例
の
一
部
を
改
正
す
る
条
例
の
一
部
の
施
行
期
日
を
定
め
る
規
則
を
こ
こ

に
公
布
す
る
。

平
成
十
七
年
三
月
二
十
九
日

香
川
県
知
事
　
　
真
　
　
鍋
　
　
武
　
　
紀

香
川
県
規
則
第
二
十
一
号

香
川
県
青
少
年
保
護
育
成
条
例
の
一
部
を
改
正
す
る
条
例
の
一
部
の
施
行
期
日
を
定
め
る
規
則

香
川
県
青
少
年
保
護
育
成
条
例
の
一
部
を
改
正
す
る
条
例
（
平
成
十
七
年
香
川
県
条
例
第
十
三
号
）
附

則
第
二
号
に
掲
げ
る
規
定
の
施
行
期
日
は
、
平
成
十
七
年
四
月
一
日
と
す
る
。

第
５
条
関
係
　
　
　
第
６
条
関
係
　
　
　
　
自
動
貸
出
機
　
　
　
自
動
貸
付
機

第
５
条
関
係
　
　
　
第
６
条
関
係

第
９
条
関
係
　
　
　
第
10条
関
係

第
14条
関
係
　
　
　
第
１５
条
関
係

自

動
貸
出
機
　
　
　
自
動
貸
付
機
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（
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外
二
）

四

香
川
県
文
化
功
労
者
表
彰
規
則
を
こ
こ
に
公
布
す
る
。

平
成
十
七
年
三
月
二
十
九
日

香
川
県
知
事
　
　
真
　
　
鍋
　
　
武
　
　
紀

香
川
県
規
則
第
二
十
二
号

香
川
県
文
化
功
労
者
表
彰
規
則

（
趣
旨
）

第
一
条
　
こ
の
規
則
は
、
香
川
県
文
化
功
労
者
表
彰
条
例
（
昭
和
五
十
年
香
川
県
条
例
第
一
号
）
第
九
条

の
規
定
に
基
づ
き
、
香
川
県
文
化
功
労
者
の
表
彰
に
関
し
必
要
な
事
項
を
定
め
る
も
の
と
す
る
。

（
表
彰
の
時
期
）

第
二
条
　
香
川
県
文
化
功
労
者
の
表
彰
は
、
毎
年
十
一
月
三
日
に
行
う
。

（
公
示
）

第
三
条
　
知
事
は
、
香
川
県
文
化
功
労
者
表
彰
条
例
第
七
条
の
規
定
に
よ
り
香
川
県
文
化
功
労
者
と
し
て

決
定
し
た
者
（
以
下
「
被
表
彰
者
」
と
い
う
。
）
の
氏
名
又
は
名
称
及
び
事
績
を
公
示
す
る
。

（
死
亡
し
た
者
の
表
彰
）

第
四
条
　
被
表
彰
者
が
そ
の
表
彰
前
に
死
亡
し
た
と
き
は
、
そ
の
生
前
の
日
に
さ
か
の
ぼ
っ
て
表
彰
す
る
。

こ
の
場
合
に
お
い
て
、
当
該
被
表
彰
者
に
対
す
る
表
彰
状
等
（
香
川
県
文
化
功
労
者
表
彰
条
例
第
八
条

の
規
定
に
よ
り
授
与
す
る
表
彰
状
及
び
功
労
一
時
金
又
は
記
念
品
を
い
う
。
以
下
同
じ
。
）
は
、
そ
の

遺
族
に
授
与
す
る
も
の
と
す
る
。

２
　
前
項
の
規
定
に
よ
る
授
与
を
受
け
る
こ
と
が
で
き
る
遺
族
の
範
囲
は
、
被
表
彰
者
の
死
亡
の
当
時
に

お
い
て
次
の
各
号
の
い
ず
れ
か
に
該
当
す
る
者
と
す
る
。

一
　
配
偶
者
（
婚
姻
の
届
出
を
し
て
い
な
い
が
、
事
実
上
婚
姻
関
係
と
同
様
の
事
情
に
あ
っ
た
者
を
含

む
。
）

二
　
子
、
父
母
、
孫
、
祖
父
母
及
び
兄
弟
姉
妹

三
　
前
二
号
に
掲
げ
る
者
以
外
の
者
で
、
被
表
彰
者
と
生
計
を
一
に
し
て
い
た
三
親
等
内
の
親
族

３
　
第
一
項
の
規
定
に
よ
る
授
与
を
受
け
る
べ
き
遺
族
の
順
位
は
、
前
項
各
号
の
順
序
と
し
、
同
項
第
二

号
に
掲
げ
る
者
の
う
ち
に
あ
っ
て
は
、
同
号
に
掲
げ
る
順
序
と
す
る
。

４
　
第
一
項
の
規
定
に
よ
る
授
与
を
受
け
る
べ
き
同
順
位
の
者
が
二
人
以
上
あ
る
と
き
は
、
そ
の
う
ち
一

人
を
総
代
者
と
し
て
、
被
表
彰
者
に
対
す
る
表
彰
状
等
を
授
与
す
る
。

（
補
則
）

第
五
条
　
こ
の
規
則
に
定
め
る
も
の
の
ほ
か
、
香
川
県
文
化
功
労
者
の
表
彰
に
関
し
必
要
な
事
項
は
、
別

に
定
め
る
。

附
　
則

（
施
行
期
日
）

１
　
こ
の
規
則
は
、
平
成
十
七
年
四
月
一
日
か
ら
施
行
す
る
。

（
香
川
県
文
化
功
労
者
年
金
支
給
規
則
の
廃
止
）

２
　
香
川
県
文
化
功
労
者
年
金
支
給
規
則
（
平
成
十
五
年
香
川
県
規
則
第
十
四
号
）
は
、
廃
止
す
る
。

香
川
県
表
彰
規
則
の
一
部
を
改
正
す
る
規
則
を
こ
こ
に
公
布
す
る
。

平
成
十
七
年
三
月
二
十
九
日

香
川
県
知
事
　
　
真
　
　
鍋
　
　
武
　
　
紀

香
川
県
規
則
第
二
十
三
号

香
川
県
表
彰
規
則
の
一
部
を
改
正
す
る
規
則

香
川
県
表
彰
規
則
（
昭
和
三
十
年
香
川
県
規
則
第
五
十
四
号
）
の
一
部
を
次
の
よ
う
に
改
正
す
る
。

第
一
条
に
見
出
し
と
し
て
「
（
表
彰
）
」
を
付
し
、
同
条
中
「
県
下
」
を
「
香
川
県
文
化
功
労
者
表
彰

条
例
（
昭
和
五
十
年
香
川
県
条
例
第
一
号
）
及
び
香
川
県
名
誉
県
民
条
例
（
昭
和
五
十
四
年
香
川
県
条
例

第
一
号
）
に
定
め
る
も
の
の
ほ
か
、
県
内
」
に
、
「
一
に
」
を
「
い
ず
れ
か
に
」
に
改
め
、
同
条
第
一
号

中
「
か
え
り
み
ず
」
を
「
顧
み
な
い
で
」
に
、
「
又
は
」
を
「
、
又
は
」
に
改
め
、
同
条
第
二
号
中
「
す

ぐ
れ
」
を
「
優
れ
、
」
に
改
め
、
同
条
第
三
号
中
「
貢
献
し
そ
の
」
を
削
り
、
「
す
ぐ
れ
た
」
を
「
優
れ

た
」
に
改
め
、
同
条
第
四
号
を
次
の
よ
う
に
改
め
る
。

四
　
納
税
の
推
進
に
功
績
が
特
に
優
れ
た
者

第
一
条
第
五
号
中
「
、
文
化
」
を
「
又
は
文
化
」
に
、
「
す
ぐ
れ
た
」
を
「
優
れ
た
」
に
改
め
、
同
条

第
六
号
中
「
、
創
作
」
を
「
又
は
創
作
」
に
、
「
す
ぐ
れ
た
」
を
「
優
れ
た
」
に
改
め
、
同
条
第
七
号
中

「
改
善
、
」
を
「
改
善
又
は
」
に
、
「
す
ぐ
れ
た
」
を
「
優
れ
た
」
に
改
め
、
同
条
第
八
号
中
「
、
体
育
」

を
「
又
は
体
育
」
に
、
「
す
ぐ
れ
た
」
を
「
優
れ
た
」
に
改
め
、
同
条
第
九
号
及
び
第
十
号
中
「
す
ぐ
れ

た
」
を
「
優
れ
た
」
に
改
め
、
同
条
第
十
一
号
中
「
そ
の
」
を
「
、
そ
の
」
に
改
め
る
。

第
二
条
に
見
出
し
と
し
て
「
（
表
彰
の
時
期
）
」
を
付
し
、
同
条
中
「
及
び
十
一
月
三
日
」
を
削
り
、
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五

同
条
た
だ
し
書
中
「
必
要
」
を
「
知
事
が
必
要
」
に
、
「
つ
ど
」
を
「
都
度
」
に
改
め
る
。

第
三
条
を
次
の
よ
う
に
改
め
る
。

（
表
彰
の
方
法
等
）

第
三
条
　
表
彰
は
、
知
事
が
表
彰
状
に
記
念
品
を
添
え
て
授
与
す
る
こ
と
に
よ
り
行
う
。

２
　
知
事
は
、
第
一
条
の
規
定
に
よ
り
表
彰
を
行
う
こ
と
と
し
た
者
（
以
下
「
被
表
彰
者
」
と
い
う
。
）

の
氏
名
又
は
名
称
及
び
事
績
を
公
示
す
る
。

第
四
条
に
見
出
し
と
し
て
「
（
表
彰
の
推
薦
）
」
を
付
し
、
同
条
第
一
項
中
「
、
県
警
察
本
部
長
」
を

「
又
は
県
警
察
本
部
長
」
に
、
「
規
則
」
を
「
規
則
の
規
定
」
に
改
め
る
。

第
五
条
及
び
第
六
条
を
次
の
よ
う
に
改
め
る
。

（
死
亡
し
た
者
の
表
彰
）

第
五
条
　
被
表
彰
者
が
そ
の
表
彰
前
に
死
亡
し
た
場
合
に
お
け
る
表
彰
に
つ
い
て
は
、
香
川
県
文
化
功
労

者
表
彰
規
則
（
平
成
十
七
年
香
川
県
規
則
第
二
十
二
号
）
第
四
条
の
規
定
の
例
に
よ
る
。

（
補
則
）

第
六
条
　
こ
の
規
則
に
定
め
る
も
の
の
ほ
か
、
こ
の
規
則
の
規
定
に
よ
る
表
彰
に
関
し
必
要
な
事
項
は
、

別
に
定
め
る
。

附
　
則

こ
の
規
則
は
、
平
成
十
七
年
四
月
一
日
か
ら
施
行
す
る
。

香
川
県
林
業
改
良
指
導
員
資
格
試
験
条
例
施
行
規
則
を
廃
止
す
る
規
則
を
こ
こ
に
公
布
す
る
。

平
成
十
七
年
三
月
二
十
九
日

香
川
県
知
事
　
　
真
　
　
鍋
　
　
武
　
　
紀

香
川
県
規
則
第
二
十
四
号

香
川
県
林
業
改
良
指
導
員
資
格
試
験
条
例
施
行
規
則
を
廃
止
す
る
規
則

香
川
県
林
業
改
良
指
導
員
資
格
試
験
条
例
施
行
規
則
（
昭
和
三
十
三
年
香
川
県
規
則
第
五
十
六
号
）
は
、

廃
止
す
る
。

附
　
則

こ
の
規
則
は
、
平
成
十
七
年
四
月
一
日
か
ら
施
行
す
る
。

浄
化
槽
保
守
点
検
業
者
の
登
録
に
関
す
る
条
例
の
一
部
を
改
正
す
る
条
例
の
一
部
の
施
行
期
日
を
定
め

る
規
則
を
こ
こ
に
公
布
す
る
。

平
成
十
七
年
三
月
二
十
九
日

香
川
県
知
事
　
　
真
　
　
鍋
　
　
武
　
　
紀

香
川
県
規
則
第
二
十
五
号

浄
化
槽
保
守
点
検
業
者
の
登
録
に
関
す
る
条
例
の
一
部
を
改
正
す
る
条
例
の
一
部
の
施
行
期
日
を

定
め
る
規
則

浄
化
槽
保
守
点
検
業
者
の
登
録
に
関
す
る
条
例
の
一
部
を
改
正
す
る
条
例
（
平
成
十
七
年
香
川
県
条
例

第
十
五
号
）
附
則
第
一
項
た
だ
し
書
に
規
定
す
る
第
六
条
第
一
項
第
五
号
の
改
正
規
定
の
施
行
期
日
は
、

平
成
十
七
年
四
月
一
日
と
す
る
。

香
川
県
新
規
産
業
創
出
支
援
セ
ン
タ
ー
規
則
の
一
部
を
改
正
す
る
規
則
を
こ
こ
に
公
布
す
る
。

平
成
十
七
年
三
月
二
十
九
日

香
川
県
知
事
　
　
真
　
　
鍋
　
　
武
　
　
紀

香
川
県
規
則
第
二
十
六
号

香
川
県
新
規
産
業
創
出
支
援
セ
ン
タ
ー
規
則
の
一
部
を
改
正
す
る
規
則

香
川
県
新
規
産
業
創
出
支
援
セ
ン
タ
ー
規
則
（
平
成
十
一
年
香
川
県
規
則
第
四
十
三
号
）
の
一
部
を
次

の
よ
う
に
改
正
す
る
。

「
第
四
章
　
会
議
室
の
利
用
（
第
二

目
次
中
「
第
四
章
　
雑
則
（
第
二
十
三
条
―
第
二
十
五
条
）」
を

第
五
章
　
雑
則
（
第
三
十
条
―
第

十
三
条
―
第
二
十
九
条
）

に
改
め
る
。

三
十
二
条
）

」

第
四
条
第
一
項
た
だ
し
書
を
削
り
、
同
条
中
第
三
項
を
第
五
項
と
し
、
同
条
第
二
項
中
「
前
項
た
だ
し

書
」
を
「
第
二
項
」
に
改
め
、
同
項
を
同
条
第
四
項
と
し
、
同
条
第
一
項
の
次
に
次
の
二
項
を
加
え
る
。

２
　
知
事
は
、
前
項
の
期
間
又
は
こ
の
項
の
規
定
に
よ
り
延
長
さ
れ
た
期
間
が
満
了
す
る
場
合
に
お
い
て
、

特
に
必
要
が
あ
る
と
認
め
る
と
き
は
、
二
年
を
超
え
な
い
範
囲
内
で
当
該
期
間
を
延
長
す
る
こ
と
が
で

き
る
。

３
　
前
項
の
規
定
に
よ
り
延
長
す
る
こ
と
が
で
き
る
期
間
は
、
当
該
利
用
を
開
始
し
た
日
か
ら
五
年
を
超
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え
る
こ
と
が
で
き
な
い
。
た
だ
し
、
当
該
利
用
に
係
る
イ
ン
キ
ュ
ベ
ー
ト
工
房
で
実
施
す
る
事
業
が
知

事
が
定
め
る
事
業
の
分
野
に
属
す
る
も
の
で
あ
る
と
き
は
、
こ
の
限
り
で
な
い
。

第
五
条
中
「
前
条
第
二
項
」
を
「
前
条
第
四
項
」
に
改
め
る
。

第
十
条
各
号
列
記
以
外
の
部
分
及
び
第
二
号
中
「
第
四
条
第
二
項
」
を
「
第
四
条
第
四
項
」
に
改
め
、

同
条
第
三
号
中
「
第
四
条
第
三
項
」
を
「
第
四
条
第
五
項
」
に
改
め
る
。

第
十
二
条
第
一
項
中
「
製
造
業
」
を
「
工
房
利
用
者
の
う
ち
、
製
造
業
」
に
、
「
の
う
ち
、
特
に
経
営

基
盤
が
ぜ
い
弱
な
者
で
」
を
「
又
は
公
益
法
人
で
そ
の
経
営
基
盤
又
は
運
営
基
盤
が
特
に
ぜ
い
弱
な
も
の

で
あ
っ
て
、
そ
の
」
に
、
「
よ
り
」
を
「
よ
り
、
利
用
を
開
始
し
た
日
か
ら
起
算
し
て
五
年
を
経
過
し
た

日
の
属
す
る
月
（
そ
の
日
が
月
の
初
日
で
あ
る
と
き
は
、
そ
の
日
の
属
す
る
月
の
前
月
）
分
ま
で
の
」
に

改
め
る
。

第
二
十
五
条
を
第
三
十
二
条
と
し
、
第
二
十
四
条
を
第
三
十
一
条
と
し
、
第
二
十
三
条
を
第
三
十
条
と

す
る
。

第
四
章
を
第
五
章
と
し
、
第
三
章
の
次
に
次
の
一
章
を
加
え
る
。

第
四
章
　
会
議
室
の
利
用

（
利
用
時
間
）

第
二
十
三
条
　
ネ
ク
ス
ト
香
川
の
施
設
の
う
ち
大
会
議
室
及
び
小
会
議
室
（
以
下
「
会
議
室
」
と
総
称
す

る
。
）
を
利
用
す
る
こ
と
が
で
き
る
時
間
は
、
午
前
九
時
か
ら
午
後
五
時
ま
で
と
す
る
。

２
　
知
事
は
、
必
要
が
あ
る
と
認
め
る
と
き
は
、
前
項
の
規
定
に
か
か
わ
ら
ず
、
臨
時
に
、
会
議
室
を
利

用
す
る
こ
と
が
で
き
る
時
間
を
変
更
す
る
こ
と
が
で
き
る
。

（
利
用
す
る
こ
と
が
で
き
な
い
日
）

第
二
十
四
条
　
会
議
室
を
利
用
す
る
こ
と
が
で
き
な
い
日
は
、
香
川
県
の
休
日
を
定
め
る
条
例
第
一
条
第

一
項
各
号
に
掲
げ
る
日
と
す
る
。

２
　
知
事
は
、
必
要
が
あ
る
と
認
め
る
と
き
は
、
前
項
の
規
定
に
か
か
わ
ら
ず
、
臨
時
に
、
会
議
室
を
利

用
す
る
こ
と
が
で
き
な
い
日
を
変
更
し
、
又
は
会
議
室
を
利
用
す
る
こ
と
が
で
き
な
い
日
を
設
け
る
こ

と
が
で
き
る
。

（
利
用
の
許
可
）

第
二
十
五
条
　
会
議
室
を
利
用
し
よ
う
と
す
る
者
は
、
会
議
室
利
用
許
可
申
請
書
（
第
十
号
様
式
）
を
知

事
に
提
出
し
、
そ
の
許
可
を
受
け
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

２
　
第
三
条
第
三
項
及
び
第
五
項
の
規
定
は
、
前
項
の
許
可
に
つ
い
て
準
用
す
る
。

（
利
用
の
許
可
の
変
更
）

第
二
十
六
条
　
前
条
第
一
項
の
許
可
を
受
け
た
者
は
、
許
可
を
受
け
た
事
項
を
変
更
し
よ
う
と
す
る
と
き

は
、
会
議
室
利
用
許
可
変
更
申
請
書
（
第
十
一
号
様
式
）
を
知
事
に
提
出
し
、
そ
の
許
可
を
受
け
な
け

れ
ば
な
ら
な
い
。

２
　
第
三
条
第
三
項
及
び
第
五
項
の
規
定
は
、
前
項
の
許
可
に
つ
い
て
準
用
す
る
。

（
利
用
の
許
可
の
取
消
し
等
）

第
二
十
七
条
　
知
事
は
、
第
二
十
五
条
第
一
項
若
し
く
は
前
条
第
一
項
の
許
可
を
受
け
た
者
（
以
下
「
会

議
室
利
用
者
」
と
い
う
。
）
が
次
の
各
号
の
い
ず
れ
か
に
該
当
す
る
と
き
、
又
は
第
三
条
第
三
項
各
号

の
い
ず
れ
か
に
該
当
す
る
こ
と
と
な
っ
た
と
き
は
、
第
二
十
五
条
第
一
項
若
し
く
は
前
条
第
一
項
の
許

可
を
取
り
消
し
、
又
は
会
議
室
の
利
用
の
停
止
を
命
ず
る
こ
と
が
で
き
る
。

一
　
こ
の
規
則
の
規
定
に
違
反
し
、
又
は
知
事
の
指
示
に
従
わ
な
か
っ
た
と
き
。

二
　
偽
り
そ
の
他
不
正
の
手
段
に
よ
り
第
二
十
五
条
第
一
項
又
は
前
条
第
一
項
の
許
可
を
受
け
た
と
き
。

三
　
第
二
十
五
条
第
二
項
又
は
前
条
第
二
項
の
規
定
に
よ
り
付
さ
れ
た
許
可
の
条
件
に
違
反
し
た
と
き
。

（
使
用
料
）

第
二
十
八
条
　
香
川
県
使
用
料
、
手
数
料
条
例
別
表
第
一
　
第
一
表
　
使
用
料
の
部
　
二
　
公
の
施
設
の

使
用
料
香
川
県
新
規
産
業
創
出
支
援
セ
ン
タ
ー
の
項
に
規
定
す
る
会
議
室
の
附
属
器
具
の
使
用
料
は
、

別
表
第
三
の
と
お
り
と
す
る
。

（
使
用
料
の
納
付
時
期
）

第
二
十
九
条
　
会
議
室
利
用
者
は
、
知
事
が
別
に
定
め
る
日
ま
で
に
、
使
用
料
を
納
付
し
な
け
れ
ば
な
ら

な
い
。

別
表
第
二
の
次
に
次
の
一
表
を
加
え
る
。

別
表
第
三
（
第
二
十
八
条
関
係
）

区
　
　
分
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
単
　
　
位
　
　
　
　
　
　
　
　
金
　
額

大
会
議
室

液
晶
プ
ロ
ジ
ェ
ク
タ
ー
　
　
　
　
　
一
式
に
つ
き
半
日
当
た
り
　
　
　
　
　
　
　
八
百
四
十
円

一
式
に
つ
き
超
過
一
時
間
当
た
り
　
　
　
　
　
二
百
十
円

テ
レ
ビ
及
び
ビ
デ
オ
テ
ー
プ
レ
コ
　
一
式
に
つ
き
半
日
当
た
り
　
　
　
　
　
　
　
四
百
二
十
円

ー
ダ
ー
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
一
式
に
つ
き
超
過
一
時
間
当
た
り
　
　
　
　
　
　
百
十
円
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七

備
考一

　
「
半
日
」
と
は
、
午
前
九
時
か
ら
午
後
一
時
ま
で
又
は
午
後
一
時
か
ら
午
後
五
時
ま
で
の
時
間

を
い
う
。

二
　
「
超
過
一
時
間
当
た
り
」
と
は
、
午
前
九
時
前
又
は
午
後
五
時
後
の
時
間
に
お
い
て
利
用
す
る

場
合
の
単
位
を
い
う
。

第
九
号
様
式
の
次
に
次
の
二
様
式
を
加
え
る
。
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第１０号様式（第２５条関係）�

会議室利用許可申請書�

年　　　月　　　日　�

　香川県知事　　　　　殿�

　会議室の利用の許可を受けたいので、次のとおり申請します。�

　　　　　　　　　　　　　　　申請者　住所�
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　氏名�
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　（団体にあっては、その名称及び代表者の氏名）�
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　電話番号（　　　）　　　―�

□　大会議室　　　　　□　小会議室�利 用 会 議 室 �

　　　年　　月　　日　　時　　分から　　時　　分まで�

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　人�

□　有　　　□　マイク一式　�

　　　　　　□　液晶プロジェクター�

　　　　　　□　テレビ及びビデオテープレコーダー�

□　無�

利 用 期 間 �

利 用 の 目 的 �

利 用 予 定 人 数 �

附 属 器 具 の 利 用 �

（大会議室を利用する場合）�

担 当 者 氏 名 �

担 当 部 署 �

電 話 番 号 �

Ｆ Ａ Ｘ 番 号 �

�

連　絡　先�

注　利用会議室及び附属器具の利用の欄には、該当する□に　印を記入してください。�
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第１１号様式（第２６条関係）�

会議室利用許可変更申請書�

年　　　月　　　日　�

　香川県知事　　　　　殿�

　　　　年　　月　　日付け　　第　　号で許可のあった会議室の利用を変更したいので、次のとおり�
申請します。�

　　　　　　　　　　　　　　　申請者　住所�
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　氏名�
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　（団体にあっては、その名称及び代表者の氏名）�
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　電話番号（　　　）　　　―�

□　大会議室　　　　　□　小会議室�利 用 会 議 室 �

　　　年　　月　　日　　時　　分から　　時　　分まで�

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　人�

□　有　　　□　マイク一式　�

　　　　　　□　液晶プロジェクター�

　　　　　　□　テレビ及びビデオテープレコーダー�

□　無�

利 用 期 間 �

利 用 の 目 的 �

利 用 予 定 人 数 �

附 属 器 具 の 利 用 �

（大会議室を利用する場合）�

担 当 者 氏 名 �

担 当 部 署 �

電 話 番 号 �

Ｆ Ａ Ｘ 番 号 �

�

連　絡　先�

注　利用会議室及び附属器具の利用の欄には、該当する□に　印を記入してください。�
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一
〇

附
　
則

（
施
行
期
日
）

１
　
こ
の
規
則
は
、
平
成
十
七
年
四
月
一
日
か
ら
施
行
す
る
。

（
経
過
措
置
）

２
　
こ
の
規
則
の
施
行
の
際
現
に
改
正
前
の
第
四
条
第
二
項
の
許
可
を
受
け
て
い
る
者
は
、
改
正
後
の
第

四
条
第
四
項
の
許
可
を
受
け
た
者
と
み
な
す
。

３
　
改
正
後
の
第
十
二
条
第
一
項
の
規
定
は
、
公
益
法
人
で
あ
る
工
房
利
用
者
の
平
成
十
七
年
四
月
分
ま

で
の
使
用
料
に
つ
い
て
は
、
適
用
し
な
い
。

香
川
県
産
業
技
術
セ
ン
タ
ー
規
則
の
一
部
を
改
正
す
る
規
則
を
こ
こ
に
公
布
す
る
。

平
成
十
七
年
三
月
二
十
九
日

香
川
県
知
事
　
　
真
　
　
鍋
　
　
武
　
　
紀

香
川
県
規
則
第
二
十
七
号

香
川
県
産
業
技
術
セ
ン
タ
ー
規
則
の
一
部
を
改
正
す
る
規
則

香
川
県
産
業
技
術
セ
ン
タ
ー
規
則
（
平
成
十
二
年
香
川
県
規
則
第
五
十
九
号
）
の
一
部
を
次
の
よ
う
に

改
正
す
る
。

別
表
第
一
号
の
表
中

「

真
円
度
測
定
機
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
一
時
間
当
た
り
　
　
　
　
　
六
百
二
十
円
　
」
を

「

レ
ー
ザ
ー
顕
微
鏡
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
一
時
間
当
た
り
　
　
　
　
千
八
百
三
十
円

デ
ジ
タ
ル
マ
イ
ク
ロ
ス
コ
ー
プ
　
　
　
　
　
　
　
一
時
間
当
た
り
　
　
　
　
　
　
　
五
百
円
　
　
に
、

真
円
度
測
定
機
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
一
時
間
当
た
り
　
　
　
　
　
九
百
六
十
円
　
」

「

Ｃ
Ｎ
Ｃ
三
次
元
測
定
機
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
一
時
間
当
た
り
　
　
　
　
　
二
千
四
百
円
　
」
を

「

Ｃ
Ｎ
Ｃ
三
次
元
測
定
機
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
一
時
間
当
た
り
　
　
　
　
　
二
千
四
百
円

に

レ
ー
ザ
ー
干
渉
計
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
一
時
間
当
た
り
　
　
　
　
　
　
　
八
百
円
　
」

改
め
、
「

万
能
材
料
試
験
機
（
二
百
キ
ロ
グ
ラ
ム
）

一
時
間
当
た
り
　
　
　
　
　
三
百
二
十
円

」
を
削
り
、
「
千
六
百
九
十
円
」
を
「
六
百
三
十
円
」
に
、

「

硬
さ
計
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
一
時
間
当
た
り
　
　
　
　
　
　
百
二
十
円
　
」
を

「

硬
さ
計
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
一
時
間
当
た
り
　
　
　
　
　
二
百
二
十
円

膜
厚
計
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
一
時
間
当
た
り
　
　
　
　
　
二
百
二
十
円
　
　
に

サ
ー
ベ
イ
メ
ー
タ
ー
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
一
時
間
当
た
り
　
　
　
　
　
二
百
五
十
円
　
」

改
め
、
「

プ
ラ
ズ
マ
溶
射
装
置
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
一
時
間
当
た
り
　
　
　
　
千
六
百
四
十
円

」
及
び
「

Ｃ
Ｅ
メ
ー
タ
ー
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
一
時
間
当
た
り
　
　
　
　
　
二
百
四
十

「

五
百
円
　
　
　
「

二
百
十
円

円
　
」
を
削
り
、

を
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
に
、

四
百
六
十
円
　
」

四
百
六
十
円
　
」

「

塗
料
用
退
色
試
験
機
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
一
時
間
当
た
り
　
　
　
　
　
二
百
七
十
円
　
」
を

「

塗
料
用
退
色
試
験
機
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
一
時
間
当
た
り
　
　
　
　
　
二
百
七
十
円

に

携
帯
型
色
彩
測
定
装
置
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
一
時
間
当
た
り
　
　
　
　
　
　
　
四
百
円
　
」

改
め
、
「

耐
火
度
試
験
機
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
一
時
間
当
た
り
　
　
　
　
千
三
百
四
十
円

」
及
び
「

Ｃ
―
Ｓ
同
時
定
量
分
析
装
置
　
　
　
　
　
　
　
　
一
時
間
当
た
り
　
　
　
　
　
千
二
百
十

「

ガ
ス

「

百
七
十
円
　
　
　
「

八
十
円

円
　
」
を
削
り
、

を
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
に
改
め
、

型
）

千
四
百
十
円
　
」

千
二
百
六
十
円
　
」

ガ
ス

ク
ロ
マ
ト
グ
ラ
フ
（
ヘ
リ
ウ
ム
ガ
ス
使
用
　
一
時
間
当
た
り
　
　
　
　
　
六
百
五
十
円

及
び
「

ロ

ク
ロ
マ
ト
グ
ラ
フ
用
デ
ー
タ
処
理
装
置
　
　
一
時
間
当
た
り
　
　
　
　
　
　
　
百
十
円
　
」

ジ
ッ
ク
ア
ナ
ラ
イ
ザ
ー
　
　
　
　
　
　
　
　
　
一
時
間
当
た
り
　
　
　
　
　
　
六
百
十
円
　
」
を
削
り
、

「

デ
ザ
イ
ン
コ
ン
ピ
ュ
ー
タ
　
　
　
　
　
　
　
　
　
一
時
間
当
た
り
　
　
　
　
千
六
百
二
十
円
　
」
を

「

有
限
要
素
法
解
析
装
置
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
一
時
間
当
た
り
　
　
　
　
　
四
百
四
十
円

に

デ
ザ
イ
ン
コ
ン
ピ
ュ
ー
タ
　
　
　
　
　
　
　
　
　
一
時
間
当
た
り
　
　
　
　
　
　
　
七
十
円
　
」

改
め
、
「

衝
撃
試
験
機
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
一
時
間
当
た
り
　
　
　
　
　
　
百
八
十
円

「

九
百
五
十
円
　
　
　
「

四
百
三
十
円

」
を
削
り
、

を
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
に
、

八
百
三
十
円
　
」

三
百
九
十
円
　
」

「

自
記
分
光
光
度
計
（
工
業
用
）

一
時
間
当
た
り
　
　
　
　
　
二
百
五
十
円
　
」
を

「

自
記
分
光
光
度
計
（
工
業
用
）

一
時
間
当
た
り
　
　
　
　
　
二
百
五
十
円

恒
温
恒
湿
槽
（
高
温
対
応
型
）

一
日
に
つ
き
　
　
　
　
二
千
六
百
二
十
円
　
　
に

低
温
恒
温
槽
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
一
日
に
つ
き
　
　
　
　
　
千
六
百
九
十
円
　
」
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一
一

改
め
、

「

冷
風
乾
燥
装
置
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
一
時
間
当
た
り
　
　
　
　
千
四
百
七
十
円
　
」
、

「

逆
浸
透
膜
ろ
過
装
置
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
一
時
間
当
た
り
　
　
　
　
千
二
百
四
十
円

、

加
圧
ろ
過
装
置
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
一
時
間
当
た
り
　
　
　
　
　
千
百
三
十
円
　
」

「

プ
レ
ー
ト
ヒ
ー
タ
ー
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
一
時
間
当
た
り
　
　
　
　
　
　
　
四
百
円
　
」
、

「

限
外
膜
ろ
過
装
置
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
一
時
間
当
た
り
　
　
　
　
　
二
百
二
十
円
　
」
、

「

自
動
蒸
煮
装
置
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
一
時
間
当
た
り
　
　
　
　
　
　
　
百
十
円
　
」
及

「

倒
立
顕
微
鏡
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
一
時
間
当
た
り
　
　
　
　
　
五
百
八
十
円

び
　
　
バ
イ
オ
リ
ア
ク
タ
ー
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
一
時
間
当
た
り
　
　
　
　
　
四
百
八
十
円

温
度
勾
配
培
養
装
置
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
一
時
間
当
た
り
　
　
　
　
　
四
百
四
十
円
　
」

を
削
り
、

「

凍
結
乾
燥
機
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
一
時
間
当
た
り
　
　
　
　
　
　
百
七
十
円
　
」
を

「

凍
結
乾
燥
機
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
一
時
間
当
た
り
　
　
　
　
　
　
百
七
十
円

大
量
微
生
物
分
離
装
置
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
一
時
間
当
た
り
　
　
　
　
千
九
百
四
十
円
　
　
に

Ｆ
Ｔ
赤
外
分
光
光
度
計
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
一
時
間
当
た
り
　
　
　
　
　
　
千
四
百
円
　
」

改
め
、
同
表
第
三
号
の
表
中
「

レ
オ
メ
ー
タ
ー
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
一
時
間
当
た
り

「

超
遠
心
分
離
装
置
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
一
時
間
当
た
り

三
百
四
十
円
　
」
及
び

レ
ト
ル
ト
殺
菌
装
置
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
一
時
間
当
た
り

千
百
四
十
円

を
削
り
、

五
百
円
　
」

「

凍
結
乾
燥
機
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
一
時
間
当
た
り
　
　
　
　
　
　
百
七
十
円
　
」
を

「

凍
結
乾
燥
機
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
一
時
間
当
た
り
　
　
　
　
　
　
百
七
十
円

に

分
光
蛍
光
光
度
計
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
一
時
間
当
た
り
　
　
　
　
　
　
　
二
百
円
　
」

改
め
る
。附

　
則

こ
の
規
則
は
、
平
成
十
七
年
四
月
一
日
か
ら
施
行
す
る
。

香
川
県
科
学
技
術
研
究
セ
ン
タ
ー
規
則
の
一
部
を
改
正
す
る
規
則
を
こ
こ
に
公
布
す
る
。

平
成
十
七
年
三
月
二
十
九
日

香
川
県
知
事
　
　
真
　
　
鍋
　
　
武
　
　
紀

香
川
県
規
則
第
二
十
八
号

香
川
県
科
学
技
術
研
究
セ
ン
タ
ー
規
則
の
一
部
を
改
正
す
る
規
則

香
川
県
科
学
技
術
研
究
セ
ン
タ
ー
規
則
（
平
成
十
二
年
香
川
県
規
則
第
百
四
十
六
号
）
の
一
部
を
次
の

よ
う
に
改
正
す
る
。

目
次
中
「
第
十
二
条
」
を
「
第
十
二
条
の
四
」
に
改
め
る
。

第
二
条
に
次
の
二
項
を
加
え
る
。

３
　
こ
の
規
則
に
お
い
て
「
実
用
化
研
究
」
と
は
、
産
学
官
共
同
研
究
の
う
ち
基
礎
研
究
の
成
果
を
実
用

化
に
結
び
付
け
る
た
め
の
研
究
開
発
を
い
う
。

４
　
こ
の
規
則
に
お
い
て
「
実
用
化
研
究
企
業
」
と
は
、
実
用
化
研
究
を
行
う
法
人
で
県
内
の
事
業
所
等

を
研
究
開
発
活
動
の
拠
点
と
す
る
も
の
を
い
う
。

第
三
条
第
一
項
中
「
と
す
る
」
を
「
又
は
実
用
化
研
究
企
業
と
す
る
」
に
改
め
、
同
条
第
二
項
中
「
基

礎
研
究
の
成
果
を
実
用
化
に
結
び
つ
け
る
た
め
の
研
究
開
発
を
行
う
共
同
研
究
グ
ル
ー
プ
」
を
「
共
同
研

究
グ
ル
ー
プ
の
う
ち
実
用
化
研
究
を
行
う
も
の
又
は
実
用
化
研
究
企
業
」
に
改
め
る
。

第
四
条
第
一
項
中
「
代
表
者
」
の
下
に
「
又
は
実
用
化
研
究
企
業
」
を
加
え
、
同
条
第
二
項
第
二
号
中

「
で
あ
る
」
を
「
又
は
実
用
化
研
究
企
業
で
あ
る
」
に
改
め
る
。

第
五
条
第
一
項
た
だ
し
書
を
削
り
、
同
条
中
第
三
項
を
第
五
項
と
し
、
同
条
第
二
項
中
「
前
項
た
だ
し

書
」
を
「
第
二
項
」
に
改
め
、
同
項
を
同
条
第
四
項
と
し
、
同
条
第
一
項
の
次
に
次
の
二
項
を
加
え
る
。

２
　
知
事
は
、
前
項
の
期
間
又
は
こ
の
項
の
規
定
に
よ
り
延
長
さ
れ
た
期
間
が
満
了
す
る
場
合
に
お
い
て
、

特
に
必
要
が
あ
る
と
認
め
る
と
き
は
、
二
年
を
超
え
な
い
範
囲
内
で
当
該
期
間
を
延
長
す
る
こ
と
が
で

き
る
。

３
　
前
項
の
規
定
に
よ
り
延
長
す
る
こ
と
が
で
き
る
期
間
は
、
当
該
利
用
を
開
始
し
た
日
か
ら
五
年
を
超

え
る
こ
と
が
で
き
な
い
。
た
だ
し
、
当
該
利
用
に
係
る
産
学
官
共
同
研
究
が
知
事
が
定
め
る
研
究
開
発

の
分
野
に
属
す
る
も
の
で
あ
る
と
き
は
、
こ
の
限
り
で
な
い
。

第
六
条
第
一
項
中
「
前
条
第
二
項
」
を
「
前
条
第
四
項
」
に
改
め
る
。

第
十
条
第
一
号
中
「
の
構
成
員
」
を
「
に
あ
っ
て
は
、
そ
の
構
成
員
」
に
改
め
、
同
条
中
第
三
号
を
第

四
号
と
し
、
第
二
号
を
第
三
号
と
し
、
第
一
号
の
次
に
次
の
一
号
を
加
え
る
。



香
　
　
川
　
　
県
　
　
報
　
　
　
　
平
成
十
七
年
三
月
二
十
九
日

（
号
外
二
）

一
二

二
　
実
用
化
研
究
企
業
に
あ
っ
て
は
、
そ
の
名
称
、
主
た
る
事
務
所
の
所
在
地
又
は
代
表
者
の
氏
名
に

変
更
が
あ
っ
た
と
き
。

第
十
二
条
各
号
列
記
以
外
の
部
分
及
び
第
三
号
中
「
第
五
条
第
二
項
」
を
「
第
五
条
第
四
項
」
に
改
め
、

同
条
第
四
号
中
「
第
五
条
第
三
項
」
を
「
第
五
条
第
五
項
」
に
改
め
る
。

第
二
章
中
第
十
二
条
の
次
に
次
の
三
条
を
加
え
る
。

（
使
用
料
）

第
十
二
条
の
二
　
研
究
室
の
利
用
を
開
始
し
、
又
は
終
了
す
る
場
合
に
お
い
て
、
そ
の
月
の
利
用
期
間
が

十
五
日
を
超
え
な
い
と
き
は
、
そ
の
月
の
納
付
す
べ
き
使
用
料
は
、
そ
の
月
の
使
用
料
の
額
の
二
分
の

一
に
相
当
す
る
額
（
そ
の
額
に
一
円
未
満
の
端
数
が
あ
る
と
き
は
、
そ
の
端
数
を
切
り
捨
て
た
額
）
と

す
る
。

（
使
用
料
の
減
額
）

第
十
二
条
の
三
　
研
究
室
利
用
者
の
う
ち
、
実
用
化
研
究
企
業
で
そ
の
経
営
基
盤
が
特
に
ぜ
い
弱
な
も
の

で
あ
っ
て
、
そ
の
研
究
活
動
を
支
援
す
る
必
要
が
あ
る
と
認
め
ら
れ
る
も
の
に
つ
い
て
は
、
知
事
が
別

に
定
め
る
と
こ
ろ
に
よ
り
、
利
用
を
開
始
し
た
日
か
ら
起
算
し
て
五
年
を
経
過
し
た
日
の
属
す
る
月
（

そ
の
日
が
月
の
初
日
で
あ
る
と
き
は
、
そ
の
日
の
属
す
る
月
の
前
月
）
分
ま
で
の
使
用
料
を
減
額
す
る
。

２
　
前
項
の
規
定
に
よ
る
減
額
を
受
け
よ
う
と
す
る
者
は
、
あ
ら
か
じ
め
、
研
究
室
使
用
料
減
額
申
請
書

（
第
五
号
様
式
の
二
）
を
知
事
に
提
出
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

（
使
用
料
の
納
付
時
期
）

第
十
二
条
の
四
　
研
究
室
利
用
者
は
、
毎
月
末
ま
で
に
翌
月
分
の
使
用
料
を
納
付
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

た
だ
し
、
利
用
を
開
始
す
る
日
の
属
す
る
月
に
係
る
使
用
料
の
納
付
時
期
に
つ
い
て
は
、
知
事
が
別
に

定
め
る
。

「

「

第
一
号
様
式
中
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
を
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
に
、

」

」

「

「
を
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
に
改
め
る
。

」

」

「

「

第
二
号
様
式
中
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
を
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
に

」

」

改
め
る
。

「

「

第
三
号
様
式
中
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
を

」

に
、
「

」
を
「

」
に
改
め
る
。

申
請
者
　
（
共
同
研
究
グ
ル
ー
プ
の
場
合
）

グ
ル
ー
プ
名

代
表
者
　
住
所

申
請
者
　
グ
ル
ー
プ
名

氏
名

代
表
者
　
住
所

（
実
用
化
研
究
企
業
の
場
合
）

氏
名

主
た
る
事
務
所
の
所
在
地

名
称

代
表
者
の
氏
名

所
　
属
　
機
　
関
　
　
　
　
　
所
属
機
関
・
役
職

・
　
　
役
　
　
職
　
　
　
　
　
又
は
担
当
部
署

申
請
者
　
（
共
同
研
究
グ
ル
ー
プ
の
場
合
）

グ
ル
ー
プ
名

代
表
者
　
住
所

申
請
者
　
グ
ル
ー
プ
名

氏
名

代
表
者
　
住
所

（
実
用
化
研
究
企
業
の
場
合
）

氏
名

主
た
る
事
務
所
の
所
在
地

名
称

代
表
者
の
氏
名

研
究
室
利
用
者
　
（
共
同
研
究
グ
ル
ー
プ

グ
ル
ー
プ
名

代
表
者
　
住
所

研
究
室
利
用
者
　
グ
ル
ー
プ
名

氏
名

代
表
者
　
住
所

（
実
用
化
研
究
企
業
の

氏
名

主
た
る
事
務
所
の
所

名
称

代
表
者
の
氏
名

の
場
合
）

共
同
研
究
実
施
実
績
　
　
　
研
究
実
施
実
績

場
合
）

在
地
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一
三

」

「

「

第
四
号
様
式
中
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
を
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
に

」

」

改
め
、
同
様
式
注
中
「

」
を
「

」
に
改
め
る
。

「

「

第
五
号
様
式
中
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
を
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
に
、

」

」

「

「
を
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
に
改
め
る
。

」

」

第
五
号
様
式
の
次
に
次
の
一
様
式
を
加
え
る
。

申
請
者
　
（
共
同
研
究
グ
ル
ー
プ
の
場
合
）

グ
ル
ー
プ
名

代
表
者
　
住
所

申
請
者
　
グ
ル
ー
プ
名

氏
名

代
表
者
　
住
所

（
実
用
化
研
究
企
業
の
場
合
）

氏
名

主
た
る
事
務
所
の
所
在
地

名
称

代
表
者
の
氏
名

添
付
す
る
こ
と
　
　
　
添
付
し
て
く
だ
さ
い

届
出
者
　
（
共
同
研
究
グ
ル
ー
プ
の
場
合
）

グ
ル
ー
プ
名

代
表
者
　
住
所

届
出
者
　
グ
ル
ー
プ
名

氏
名

代
表
者
　
住
所

（
実
用
化
研
究
企
業
の
場
合
）

氏
名

主
た
る
事
務
所
の
所
在
地

名
称

代
表
者
の
氏
名

研
究
代
表
者
　
　
　
　
　
研
究
代
表
者
住
所

住
　
　
　
　
　
所
　
　
　
　
　
又
は
担
当
部
署

研
究
代
表
者
　
　
　
　
　
研
究
代
表
者
氏
名

氏
　
　
　
　
　
名
　
　
　
　
　
又
は
担
当
者
氏
名



香
　
　
川
　
　
県
　
　
報
　
　
　
　
平
成
十
七
年
三
月
二
十
九
日

（
号
外
二
）

一
四

第５号様式の２（第１２条の３関係）�

研究室使用料減額申請書�

年　　　月　　　日　�

　香川県知事　殿�

　　　　　　　　　　　　　　　申請者　主たる事務所の所在地�
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　名称�
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　代表者の氏名�
�
　香川県科学技術研究センター研究室の使用料の減額を受けたいので、次のとおり申請します。�

１．メカトロ研究室�

２．バイオ研究室�

３．一般研究室　全部利用（　　　　　室）�

４．一般研究室　分割利用（　　　　　室）�

　　　　年　　月　　日から　　　　年　　月　　日まで�

使用料の減額の対象となる�
研究室�

備 考 �

利 用 期 間 �

使用料の減額を受ける理由�

担 当 者 氏 名 �

担 当 部 署 �

電 話 番 号 �

Ｆ Ａ Ｘ 番 号 �

�

連　絡　先�



香
　
　
川
　
　
県
　
　
報
　
　
　
　
平
成
十
七
年
三
月
二
十
九
日

（
号
外
二
）

一
五

附
　
則

（
施
行
期
日
）

１
　
こ
の
規
則
は
、
平
成
十
七
年
四
月
一
日
か
ら
施
行
す
る
。

（
経
過
措
置
）

２
　
こ
の
規
則
の
施
行
の
際
現
に
改
正
前
の
第
五
条
第
二
項
の
許
可
を
受
け
て
い
る
者
は
、
改
正
後
の
第

五
条
第
四
項
の
許
可
を
受
け
た
者
と
み
な
す
。

３
　
改
正
前
の
第
三
号
様
式
に
よ
る
用
紙
は
、
当
分
の
間
、
使
用
す
る
こ
と
が
で
き
る
。

香
川
県
に
お
け
る
企
業
誘
致
の
た
め
の
県
税
の
特
別
措
置
条
例
施
行
規
則
の
一
部
を
改
正
す
る
規
則
を

こ
こ
に
公
布
す
る
。

平
成
十
七
年
三
月
二
十
九
日

香
川
県
知
事
　
　
真
　
　
鍋
　
　
武
　
　
紀

香
川
県
規
則
第
二
十
九
号

香
川
県
に
お
け
る
企
業
誘
致
の
た
め
の
県
税
の
特
別
措
置
条
例
施
行
規
則
の
一
部
を
改
正
す
る
規

則

香
川
県
に
お
け
る
企
業
誘
致
の
た
め
の
県
税
の
特
別
措
置
条
例
施
行
規
則
（
平
成
十
四
年
香
川
県
規
則

第
八
十
八
号
）
の
一
部
を
次
の
よ
う
に
改
正
す
る
。

附
則
第
二
項
中
「
平
成
十
七
年
三
月
三
十
一
日
」
を
「
平
成
二
十
一
年
三
月
三
十
一
日
」
に
改
め
る
。

附
　
則

こ
の
規
則
は
、
公
布
の
日
か
ら
施
行
す
る
。

香
川
県
地
域
改
善
対
策
職
業
訓
練
受
講
資
金
等
貸
付
条
例
施
行
規
則
の
一
部
を
改
正
す
る
規
則
を
こ
こ

に
公
布
す
る
。

平
成
十
七
年
三
月
二
十
九
日

香
川
県
知
事
　
　
真
　
　
鍋
　
　
武
　
　
紀

香
川
県
規
則
第
三
十
号

香
川
県
地
域
改
善
対
策
職
業
訓
練
受
講
資
金
等
貸
付
条
例
施
行
規
則
の
一
部
を
改
正
す
る
規
則

香
川
県
地
域
改
善
対
策
職
業
訓
練
受
講
資
金
等
貸
付
条
例
施
行
規
則
（
昭
和
六
十
二
年
香
川
県
規
則
第

六
十
二
号
）
の
一
部
を
次
の
よ
う
に
改
正
す
る
。

第
三
条
の
二
の
表
中
「
一
万
五
千
五
百
円
」
を
「
一
万
三
千
五
百
円
」
に
改
め
る
。

附
　
則

こ
の
規
則
は
、
平
成
十
七
年
四
月
一
日
か
ら
施
行
す
る
。

香
川
県
事
務
処
理
の
特
例
に
関
す
る
条
例
に
基
づ
き
市
町
が
処
理
す
る
事
務
の
範
囲
等
を
定
め
る
規
則

の
一
部
を
改
正
す
る
規
則
を
こ
こ
に
公
布
す
る
。

平
成
十
七
年
三
月
二
十
九
日

香
川
県
知
事
　
　
真
　
　
鍋
　
　
武
　
　
紀

香
川
県
規
則
第
三
十
一
号

香
川
県
事
務
処
理
の
特
例
に
関
す
る
条
例
に
基
づ
き
市
町
が
処
理
す
る
事
務
の
範
囲
等
を
定
め
る

規
則
の
一
部
を
改
正
す
る
規
則

香
川
県
事
務
処
理
の
特
例
に
関
す
る
条
例
に
基
づ
き
市
町
が
処
理
す
る
事
務
の
範
囲
等
を
定
め
る
規
則

（
平
成
十
二
年
香
川
県
規
則
第
百
十
七
号
）
の
一
部
を
次
の
よ
う
に
改
正
す
る
。

別
表
第
二
の
二
十
五
の
項
イ
中
「
第
五
条
第
二
項
」
を
「
第
五
条
第
一
項
」
に
、
「
第
二
十
三
条
第
三

項
」
を
「
第
三
十
三
条
第
四
項
」
に
改
め
、
同
表
三
十
一
の
項
中
「
。
以
下
こ
の
項
に
お
い
て
「
法
」
と

い
う
。
）
に
基
づ
く
書
類
の
う
ち
、
次
に
掲
げ
る
も
の
」
を
「
）
第
二
十
八
条
の
四
第
三
項
第
六
号
、
第

三
十
一
条
の
二
第
二
項
第
十
四
号
ニ
、
第
六
十
二
条
の
三
第
四
項
第
十
四
号
ニ
、
第
六
十
三
条
第
三
項
第

六
号
及
び
第
六
十
八
条
の
六
十
九
第
三
項
第
六
号
に
規
定
す
る
認
定
の
申
請
に
係
る
書
類
」
に
改
め
、
同

項
イ
及
び
ロ
を
削
り
、
同
表
三
十
二
の
項
中
「
い
う
。
）
」
の
下
に
「
及
び
都
市
計
画
法
施
行
規
則
（
昭

和
四
十
四
年
建
設
省
令
第
四
十
九
号
。
以
下
こ
の
項
に
お
い
て
「
省
令
」
と
い
う
。
）
」
を
加
え
、「
（

都
市
計
画
区
域
内
に
係
る
も
の
に
限
る
。
）
」
を
削
り
、
同
項
ロ
中
「
第
三
十
四
条
第
九
号
」
を
「
第
三

十
五
条
の
二
第
三
項
」
に
改
め
、
同
項
ヘ
を
同
項
ト
と
し
、
同
項
ト
の
次
に
次
の
よ
う
に
加
え
る
。

チ
　
省
令
第
六
十
条
の
規
定
に
よ
る
書
面
の
交
付
を
求
め
る
た
め
の
書
類

別
表
第
二
の
三
十
二
の
項
ホ
中
「
第
四
十
三
条
第
一
項
、
」
を
削
り
、
同
項
ホ
を
同
項
へ
と
し
、
同
項

ニ
の
次
に
次
の
よ
う
に
加
え
る
。

ホ
　
法
第
四
十
二
条
第
二
項
（
法
第
五
十
三
条
第
二
項
に
お
い
て
準
用
す
る
場
合
を
含
む
。
）
の
規

定
に
よ
る
協
議
に
係
る
書
類



香
　
　
川
　
　
県
　
　
報
　
　
　
　
平
成
十
七
年
三
月
二
十
九
日

（
号
外
二
）

一
六

附
　
則

こ
の
規
則
は
、
平
成
十
七
年
四
月
一
日
か
ら
施
行
す
る
。
た
だ
し
、
別
表
第
二
の
二
十
五
の
項
の
改
正

規
定
は
、
公
布
の
日
か
ら
施
行
す
る
。

香
川
県
サ
ン
ポ
ー
ト
高
松
交
流
拠
点
施
設
規
則
の
一
部
を
改
正
す
る
規
則
を
こ
こ
に
公
布
す
る
。

平
成
十
七
年
三
月
二
十
九
日

香
川
県
知
事
　
　
真
　
　
鍋
　
　
武
　
　
紀

香
川
県
規
則
第
三
十
二
号

香
川
県
サ
ン
ポ
ー
ト
高
松
交
流
拠
点
施
設
規
則
の
一
部
を
改
正
す
る
規
則

香
川
県
サ
ン
ポ
ー
ト
高
松
交
流
拠
点
施
設
規
則
（
平
成
十
五
年
香
川
県
規
則
第
三
十
四
号
）
の
一
部
を

次
の
よ
う
に
改
正
す
る
。

第
二
十
九
条
第
一
項
中
「
午
前
九
時
」
を
「
午
前
十
時
」
に
改
め
る
。

第
三
十
条
第
一
項
中
「
十
二
月
二
十
九
日
か
ら
翌
年
の
一
月
三
日
ま
で
の
日
」
を
「
次
の
と
お
り
」
に

改
め
、
同
項
に
次
の
各
号
を
加
え
る
。

一
　
一
月
四
日
か
ら
四
月
二
十
八
日
ま
で
、
五
月
六
日
か
ら
七
月
十
九
日
ま
で
及
び
九
月
一
日
か
ら
十

二
月
二
十
八
日
ま
で
の
間
の
水
曜
日
（
そ
の
日
が
休
日
に
当
た
る
と
き
は
、
そ
の
日
後
に
お
い
て
そ

の
日
に
最
も
近
い
休
日
で
な
い
日
）

二
　
十
二
月
二
十
九
日
か
ら
翌
年
の
一
月
三
日
ま
で
の
日

附
　
則

こ
の
規
則
は
、
平
成
十
七
年
四
月
一
日
か
ら
施
行
す
る
。

香
川
県
農
業
改
良
普
及
セ
ン
タ
ー
規
則
を
こ
こ
に
公
布
す
る
。

平
成
十
七
年
三
月
二
十
九
日

香
川
県
知
事
　
　
真
　
　
鍋
　
　
武
　
　
紀

香
川
県
規
則
第
三
十
三
号

香
川
県
農
業
改
良
普
及
セ
ン
タ
ー
規
則

（
設
置
）

第
一
条
　
農
業
改
良
助
長
法
（
昭
和
二
十
三
年
法
律
第
百
六
十
五
号
）
第
十
二
条
第
一
項
の
規
定
に
基
づ

く
普
及
指
導
セ
ン
タ
ー
と
し
て
、
農
業
改
良
普
及
セ
ン
タ
ー
（
以
下
「
セ
ン
タ
ー
」
と
い
う
。
）
を
設

置
す
る
。

（
名
称
、
位
置
及
び
所
管
区
域
）

第
二
条
　
セ
ン
タ
ー
の
名
称
、
位
置
及
び
所
管
区
域
は
、
次
の
表
の
と
お
り
と
す
る
。

名
　
　
　
称
　
　
　
　
　
　
位
　
置
　
　
　
　
　
所
　
　
　
管
　
　
　
区
　
　
　
域

香
川
県
東
讃
農
業
改
良
普
及
　
さ
ぬ
き
市
　
　
　
　
高
松
市
　
さ
ぬ
き
市
　
東
か
が
わ
市
　
木
田

セ
ン
タ
ー
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
郡
　
香
川
郡

香
川
県
小
豆
農
業
改
良
普
及
　
小
豆
郡
池
田
町
　
　
小
豆
郡

セ
ン
タ
ー

香
川
県
中
讃
農
業
改
良
普
及
　
善
通
寺
市
　
　
　
　
丸
亀
市
　
坂
出
市
　
善
通
寺
市
　
綾
歌
郡

セ
ン
タ
ー
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
仲
多
度
郡

香
川
県
西
讃
農
業
改
良
普
及
　
三
豊
郡
豊
中
町
　
　
観
音
寺
市
　
三
豊
郡

セ
ン
タ
ー

（
事
務
）

第
三
条
　
セ
ン
タ
ー
は
、
次
の
事
務
を
行
う
。

一
　
農
業
技
術
の
改
良
に
関
す
る
こ
と
。

二
　
農
業
経
営
の
改
善
に
関
す
る
こ
と
。

三
　
農
村
生
活
の
改
善
に
関
す
る
こ
と
。

四
　
農
村
青
少
年
の
育
成
に
関
す
る
こ
と
。

五
　
農
業
者
に
対
し
て
前
各
号
に
掲
げ
る
も
の
に
係
る
情
報
を
提
供
す
る
こ
と
。

六
　
新
規
就
農
の
促
進
に
関
す
る
こ
と
。

七
　
前
各
号
に
掲
げ
る
も
の
の
ほ
か
、
農
業
改
良
普
及
事
業
と
密
接
に
関
連
し
て
行
う
農
業
の
発
展
に

関
す
る
こ
と
。

（
職
員
）

第
四
条
　
セ
ン
タ
ー
に
、
次
の
職
員
を
置
く
。

一
　
所
長

二
　
次
長

三
　
主
席
普
及
員



香
　
　
川
　
　
県
　
　
報
　
　
　
　
平
成
十
七
年
三
月
二
十
九
日

（
号
外
二
）

一
七

四
　
副
主
幹

五
　
主
任
主
査

六
　
係
長

七
　
主
査

八
　
そ
の
他
の
職
員

（
職
務
）

第
五
条
　
所
長
は
、
上
司
の
命
を
受
け
て
セ
ン
タ
ー
の
事
務
を
掌
理
し
、
所
属
職
員
を
指
揮
監
督
す
る
。

２
　
次
長
は
、
所
長
を
補
佐
す
る
。

３
　
主
席
普
及
員
は
、
上
司
の
命
を
受
け
て
担
任
す
る
事
務
を
掌
理
し
、
当
該
事
務
を
担
当
す
る
職
員
を

指
揮
監
督
す
る
。

４
　
副
主
幹
、
主
任
主
査
及
び
主
査
は
、
上
司
の
命
を
受
け
て
、
特
定
の
事
務
を
処
理
す
る
。

５
　
係
長
は
、
上
司
の
命
を
受
け
て
、
事
務
を
処
理
す
る
。

６
　
そ
の
他
の
職
員
は
、
上
司
の
命
を
受
け
て
、
事
務
に
従
事
す
る
。

（
補
則
）

第
六
条
　
こ
の
規
則
に
定
め
る
も
の
の
ほ
か
、
セ
ン
タ
ー
の
事
務
の
処
理
に
つ
い
て
必
要
な
事
項
は
、
別

に
定
め
る
。

附
　
則

（
施
行
期
日
）

１
　
こ
の
規
則
は
、
平
成
十
七
年
四
月
一
日
か
ら
施
行
す
る
。

（
香
川
県
地
域
農
業
改
良
普
及
セ
ン
タ
ー
規
則
の
廃
止
）

２
　
香
川
県
地
域
農
業
改
良
普
及
セ
ン
タ
ー
規
則
（
昭
和
三
十
三
年
香
川
県
規
則
第
四
十
一
号
）
は
、
廃

止
す
る
。

香
川
県
改
良
普
及
員
資
格
試
験
条
例
施
行
規
則
を
廃
止
す
る
規
則
を
こ
こ
に
公
布
す
る
。

平
成
十
七
年
三
月
二
十
九
日

香
川
県
知
事
　
　
真
　
　
鍋
　
　
武
　
　
紀

香
川
県
規
則
第
三
十
四
号

香
川
県
改
良
普
及
員
資
格
試
験
条
例
施
行
規
則
を
廃
止
す
る
規
則

香
川
県
改
良
普
及
員
資
格
試
験
条
例
施
行
規
則
（
昭
和
二
十
八
年
香
川
県
規
則
第
六
十
一
号
）
は
、
廃

止
す
る
。附

　
則

（
施
行
期
日
）

１
　
こ
の
規
則
は
、
平
成
十
七
年
四
月
一
日
か
ら
施
行
す
る
。

（
経
過
措
置
）

２
　
廃
止
前
の
香
川
県
改
良
普
及
員
資
格
試
験
条
例
施
行
規
則
第
六
条
第
一
項
の
規
定
に
基
づ
き
交
付
さ

れ
た
合
格
証
書
を
亡
失
し
、
又
は
き
損
し
た
者
に
係
る
合
格
証
書
の
再
交
付
に
つ
い
て
は
、
な
お
従
前

の
例
に
よ
る
。

３
　
施
行
日
前
に
行
わ
れ
た
香
川
県
改
良
普
及
員
資
格
試
験
条
例
及
び
香
川
県
地
域
農
業
改
良
普
及
セ
ン

タ
ー
条
例
を
廃
止
す
る
条
例
（
平
成
十
七
年
香
川
県
条
例
第
三
十
七
号
）
に
よ
る
廃
止
前
の
香
川
県
改

良
普
及
員
資
格
試
験
条
例
に
基
づ
く
改
良
普
及
員
資
格
試
験
に
関
し
て
不
正
行
為
が
あ
っ
た
場
合
の
当

該
不
正
行
為
に
対
す
る
処
分
に
つ
い
て
は
、
な
お
従
前
の
例
に
よ
る
。

香
川
県
立
農
業
大
学
校
学
則
の
一
部
を
改
正
す
る
規
則
を
こ
こ
に
公
布
す
る
。

平
成
十
七
年
三
月
二
十
九
日

香
川
県
知
事
　
　
真
　
　
鍋
　
　
武
　
　
紀

香
川
県
規
則
第
三
十
五
号

香
川
県
立
農
業
大
学
校
学
則
の
一
部
を
改
正
す
る
規
則

香
川
県
立
農
業
大
学
校
学
則
（
昭
和
五
十
九
年
香
川
県
規
則
第
二
十
八
号
）
の
一
部
を
次
の
よ
う
に
改

正
す
る
。

目
次
中
「
第
二
十
二
条
」
を
「
第
二
十
一
条
」
に
、
「
第
二
十
三
条
―
第
二
十
八
条
」
を
「
第
二
十
二

条
―
第
二
十
七
条
」
に
、
「
第
二
十
九
条
―
第
三
十
三
条
」
を
「
第
二
十
八
条
―
第
三
十
二
条
」
に
、
「

第
三
十
四
条
」
を
「
第
三
十
三
条
」
に
改
め
る
。

第
三
条
第
一
項
中
第
十
号
を
削
り
、
第
十
一
号
を
第
十
号
と
し
、
第
十
二
号
を
第
十
一
号
と
し
、
第
十

三
号
を
第
十
二
号
と
す
る
。

第
二
十
条
を
削
り
、
第
二
十
一
条
を
第
二
十
条
と
し
、
第
二
十
二
条
を
第
二
十
一
条
と
す
る
。

第
三
章
中
第
二
十
三
条
を
第
二
十
二
条
と
し
、
第
二
十
四
条
か
ら
第
二
十
八
条
ま
で
を
一
条
ず
つ
繰
り



香
　
　
川
　
　
県
　
　
報
　
　
　
　
平
成
十
七
年
三
月
二
十
九
日

（
号
外
二
）

一
八

上
げ
る
。

第
四
章
中
第
二
十
九
条
を
第
二
十
八
条
と
し
、
第
三
十
条
か
ら
第
三
十
三
条
ま
で
を
一
条
ず
つ
繰
り
上

げ
る
。

第
五
章
中
第
三
十
四
条
を
第
三
十
三
条
と
す
る
。

第
六
号
様
式
中
「

」
を
「

」
に
改
め
る
。

第
七
号
様
式
中
「

」
を
「

」
に
改
め
る
。

附
　
則

こ
の
規
則
は
、
平
成
十
七
年
四
月
一
日
か
ら
施
行
す
る
。

卸
売
市
場
法
施
行
条
例
施
行
規
則
の
一
部
を
改
正
す
る
規
則
を
こ
こ
に
公
布
す
る
。

平
成
十
七
年
三
月
二
十
九
日

香
川
県
知
事
　
　
真
　
　
鍋
　
　
武
　
　
紀

香
川
県
規
則
第
三
十
六
号

卸
売
市
場
法
施
行
条
例
施
行
規
則
の
一
部
を
改
正
す
る
規
則

卸
売
市
場
法
施
行
条
例
施
行
規
則
（
昭
和
四
十
六
年
香
川
県
規
則
第
五
十
九
号
）
の
一
部
を
次
の
よ
う

に
改
正
す
る
。

第
十
二
条
中
「
の
各
号
」
を
削
り
、
同
条
第
三
号
中
「
行
な
う
」
を
「
行
う
」
に
改
め
、
同
条
に
次
の

二
号
を
加
え
る
。

四
　
卸
売
業
者
が
、
他
の
卸
売
市
場
に
お
い
て
卸
売
の
業
務
を
行
う
者
と
の
間
に
お
い
て
あ
ら
か
じ
め

締
結
し
た
集
荷
の
共
同
化
そ
の
他
の
卸
売
の
業
務
の
連
携
に
関
す
る
契
約
に
基
づ
き
、
当
該
他
の
卸

売
市
場
に
お
い
て
卸
売
の
業
務
を
行
う
者
又
は
当
該
他
の
卸
売
市
場
の
買
受
人
に
対
し
て
卸
売
を
す

る
場
合
で
あ
つ
て
、
当
該
契
約
に
基
づ
く
卸
売
が
次
に
掲
げ
る
要
件
を
満
た
し
て
い
る
と
き
。

イ
　
当
該
契
約
に
お
い
て
卸
売
の
対
象
と
な
る
生
鮮
食
料
品
等
の
品
目
、
数
量
の
上
限
、
卸
売
の
実

施
期
間
（
一
月
以
上
の
も
の
に
限
る
。
）
及
び
入
荷
量
が
著
し
く
減
少
し
た
場
合
の
措
置
が
定
め

ら
れ
て
い
る
こ
と
。

ロ
　
卸
売
業
者
が
、
当
該
契
約
の
契
約
書
の
写
し
及
び
当
該
地
方
卸
売
市
場
の
開
設
者
の
定
め
る
事

項
を
記
載
し
た
申
請
書
を
当
該
開
設
者
に
提
出
し
て
、
当
該
地
方
卸
売
市
場
に
お
け
る
市
場
取
引

委
員
会
の
審
議
を
経
て
当
該
契
約
に
基
づ
く
卸
売
が
当
該
地
方
卸
売
市
場
に
お
け
る
取
引
の
秩
序

を
乱
す
お
そ
れ
が
な
い
旨
の
当
該
開
設
者
の
承
認
を
受
け
て
い
る
こ
と
。

五
　
卸
売
業
者
が
、
農
林
漁
業
者
等
（
農
林
漁
業
者
又
は
農
林
漁
業
者
を
構
成
員
と
す
る
農
業
協
同
組

合
、
農
業
協
同
組
合
連
合
会
、
農
事
組
合
法
人
、
漁
業
協
同
組
合
、
漁
業
協
同
組
合
連
合
会
、
森
林

組
合
若
し
く
は
森
林
組
合
連
合
会
（
こ
れ
ら
の
者
の
出
資
又
は
拠
出
に
係
る
法
人
で
農
林
漁
業
の
振

興
を
図
る
こ
と
を
目
的
と
す
る
も
の
を
含
む
。
）
を
い
う
。
）
及
び
食
品
製
造
業
者
等
（
生
鮮
食
料

品
等
を
原
料
又
は
材
料
と
し
て
使
用
し
、
製
造
、
加
工
又
は
販
売
の
事
業
を
行
う
者
を
い
う
。
）
と

の
間
に
お
い
て
あ
ら
か
じ
め
締
結
し
た
新
商
品
の
開
発
に
必
要
な
国
内
産
の
農
林
水
産
物
の
供
給
に

関
す
る
契
約
に
基
づ
き
、
当
該
食
品
製
造
業
者
等
に
対
し
て
卸
売
を
す
る
場
合
で
あ
つ
て
、
当
該
契

約
に
基
づ
く
卸
売
が
次
に
掲
げ
る
要
件
を
満
た
し
て
い
る
と
き
。

イ
　
当
該
契
約
に
お
い
て
卸
売
の
対
象
と
な
る
生
鮮
食
料
品
等
の
品
目
、
数
量
の
上
限
及
び
卸
売
の

実
施
期
間
（
一
月
以
上
一
年
未
満
の
も
の
に
限
る
。
）
が
定
め
ら
れ
て
い
る
こ
と
。

ロ
　
卸
売
業
者
が
、
当
該
契
約
の
契
約
書
の
写
し
及
び
当
該
地
方
卸
売
市
場
の
開
設
者
の
定
め
る
事

項
を
記
載
し
た
申
請
書
を
当
該
開
設
者
に
提
出
し
て
、
当
該
契
約
に
基
づ
く
卸
売
が
当
該
地
方
卸

売
市
場
に
お
け
る
取
引
の
秩
序
を
乱
す
お
そ
れ
が
な
い
旨
の
当
該
開
設
者
の
承
認
を
受
け
て
い
る

こ
と
。

第
十
二
条
に
次
の
一
項
を
加
え
る
。

２
　
前
項
第
四
号
又
は
第
五
号
の
承
認
を
受
け
た
卸
売
業
者
は
、
毎
月
、
そ
の
承
認
に
係
る
品
目
の
卸
売

の
数
量
を
翌
月
二
十
日
ま
で
に
開
設
者
に
届
け
出
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

第
一
号
様
式
中

「

「

「

「

を
　
　
　
　
　
　
に
、

を
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
に
改
め
る
。

」

」

」

」

第
二
号
様
式
第
一
の
１
の

の
表
を
次
の
よ
う
に
改
め
る
。

第
２４
条
　
　
　
第
２３
条

第
２８
条
　
　
　
第
２７
条

転
　
　
換
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
第
１３
条
の
５
第
１
項

開
　
　
設
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

第
５５
条

開
　
　
設
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

第
５５
条

卸
売
業
務
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
第
５８
条
第
１
項
　

卸
売
業
務
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
第
５８
条
第
１
項

区
　
　
　
　
　
分

人
　
　
　
　
　
　
　
数人

平
均

年
齢歳

平
均
勤
続
年
数年

卸売業務事
　
務
　
関
　
係

合
　
　
　
　
　
計

せ
　
り
　
人

そ
の
他
の

卸
売
業
務
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平
成
十
七
年
三
月
二
十
九
日

（
号
外
二
）

一
九

第
二
号
様
式
第
一
の
１
の

の
（
記
載
上
の
注
意
）
を
削
り
、
同
様
式
第
一
の
１
の

の
表
中

「

「
を
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
に
、

」

」

「

「
を
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
に
改
め
、
同

」

」

様
式
第
一
の
１
の

の
（
記
載
上
の
注
意
）
を
次
の
よ
う
に
改
め
る
。

附
　
則

こ
の
規
則
は
、
公
布
の
日
か
ら
施
行
す
る
。

香
川
県
公
共
用
財
産
管
理
条
例
施
行
規
則
を
廃
止
す
る
規
則
を
こ
こ
に
公
布
す
る
。

平
成
十
七
年
三
月
二
十
九
日

香
川
県
知
事
　
　
真
　
　
鍋
　
　
武
　
　
紀
　
　

香
川
県
規
則
第
三
十
七
号

香
川
県
公
共
用
財
産
管
理
条
例
施
行
規
則
を
廃
止
す
る
規
則

香
川
県
公
共
用
財
産
管
理
条
例
施
行
規
則
（
平
成
十
二
年
香
川
県
規
則
第
六
十
四
号
）
は
、
廃
止
す
る
。

附
　
則

こ
の
規
則
は
、
平
成
十
七
年
四
月
一
日
か
ら
施
行
す
る
。

香
川
県
警
察
関
係
手
数
料
条
例
第
六
条
第
二
号
の
規
定
に
よ
り
免
除
す
る
手
数
料
を
定
め
る
規
則
を
こ

こ
に
公
布
す
る
。

平
成
十
七
年
三
月
二
十
九
日

香
川
県
知
事
　
　
真
　
　
鍋
　
　
武
　
　
紀

香
川
県
規
則
第
三
十
八
号

香
川
県
警
察
関
係
手
数
料
条
例
第
六
条
第
二
号
の
規
定
に
よ
り
免
除
す
る
手
数
料
を
定
め
る
規
則

香
川
県
警
察
関
係
手
数
料
条
例
（
平
成
十
二
年
香
川
県
条
例
第
四
号
）
第
六
条
第
二
号
の
規
定
に
よ
り

免
除
す
る
手
数
料
は
、
道
路
交
通
法
（
昭
和
三
十
五
年
法
律
第
百
五
号
）
第
二
条
第
一
項
第
一
号
に
掲
げ

る
道
路
（
以
下
「
道
路
」
と
い
う
。
）
に
お
い
て
、
次
の
各
号
の
い
ず
れ
か
に
該
当
す
る
行
為
を
し
よ
う

と
す
る
者
の
当
該
行
為
に
つ
い
て
の
申
請
に
係
る
香
川
県
警
察
関
係
手
数
料
条
例
別
表
第
七
の
三
の
項
又

は
四
の
項
に
定
め
る
手
数
料
と
す
る
。

一
　
学
校
教
育
法
（
昭
和
二
十
二
年
法
律
第
二
十
六
号
）
第
一
条
に
規
定
す
る
学
校
に
よ
る
教
育
目
的

の
た
め
の
行
事

二
　
児
童
福
祉
法
（
昭
和
二
十
二
年
法
律
第
百
六
十
四
号
）
第
三
十
九
条
第
一
項
に
規
定
す
る
保
育
所

に
よ
る
保
育
目
的
の
た
め
の
行
事

三
　
日
本
赤
十
字
社
に
よ
る
採
血

四
　
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
活
動
と
し
て
行
う
道
路
の
清
掃

五
　
専
ら
交
通
安
全
、
防
犯
、
防
火
又
は
防
災
を
目
的
と
す
る
広
告
又
は
宣
伝

六
　
防
犯
、
消
防
、
水
防
、
避
難
又
は
救
護
の
訓
練

附
　
則

こ
の
規
則
は
、
公
布
の
日
か
ら
施
行
す
る
。

株
　
主
　
数
　
　
　
　
　
　
　
　
　
総
株
主
等
の
議
決
権
の
数
（
Ａ
）

所
　
有
　
株
　
式
　
数
　
　
　
　
　
　
　
保
有
す
る
議
決
権
の
数
（
Ｂ
）

所
有
株
式
数
の
割
合
　
　
　
　
　
　
　
　
　
割
合
（
Ｂ
／
Ａ
）

保
有
株
式
数
の
　
　
　
　
　
保
有
す
る
議
決
　
保
有
す
る
議
決

所
有
株
式
数

割
合
　
　
　
　
　
　
　
　
　
権
の
数
　
　
　
　
権
の
割
合

（
記
載
上
の
注
意
）

１
　
「
総
株
主
等
」
と
は
、
総
株
主
、
総
社
員
又
は
総
出
資
者
を
い
う
。

２
　
「
議
決
権
」
に
は
、
商
法
（
明
治
３２
年
法
律
第
４８
号
）
第
２１１
条
の
２
第
４
項
に
規
定
す
る
種

類
の
株
式
又
は
持
分
に
係
る
議
決
権
を
除
き
、
同
条
第
５
項
の
規
定
に
よ
り
議
決
権
を
有
す
る
も

の
と
み
な
さ
れ
る
株
式
又
は
持
分
に
係
る
議
決
権
を
含
む
も
の
と
す
る
。
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